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　新年明けましておめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の拡大は
国民生活を一変させ、格差や貧困、
社会の分断が深刻化し、コロナ禍以
前から抱えていた日本社会の脆弱性

が次 と々浮き彫りになりました。昨年５月に新型コロナ
ウイルス感染症が季節性インフルエンザと同じ扱いに
変わった以降は、経済活動も少しずつ息を吹き返しつ
つありますが、単にコロナ禍前の状態に戻すのではな
く、より良い社会とすべく、公的セーフティネットの強
化を求めていく必要があります。
　一方、泥沼化するロシアとウクライナの戦い、中東
の戦火など、世界は平和の危機、生命の危機に脅か
され、混迷は深まるばかりです。国内でも政治とカネ
の問題が深刻化しています。国内外の秩序の立て直
しが急務といえます。
　１月１日、石川県で最大震度７を観測した能登半島地
震が発生しました。お亡くなりになられた方々に心から
お悔やみ申しあげますとともに被災した皆さまにお見舞
い申しあげます。一日も早い復旧復興を切に願います。
　さて、昨今の物価高は生活者を直撃しており、子ど
も食堂に代表されるように地域に寄り添った直接的な
支援を行う活動が今後ますます重要となっています。
また、働き手の中心となる年齢層の減少により人手不
足は深刻化しています。賃金の増加等によって人材を
確保する対応のあり方が問われています。
　また、昨年12月には「ひとり親家庭福祉会ながさき」
より、県内の子どもの貧困状況と支援のあり方について
問題提起を受け、当団体の今後の支援活動を支援する
ため寄付を行いました。今後も引き続き、深刻化する
格差と貧困、少子高齢化、人口減少、社会保障の問
題等々、顕在化する様 な々社会課題に目を向けながら
労働者福祉運動と共助の輪の拡大をめざし、労働団体・
事業団体と連携して取り組みを進めてまいります。
　労福協の理念である「すべての働く人の幸せと豊かさ
をめざした連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」
に向け、これまで以上に皆さまのお力をお寄せいただく
ことをお願い申しあげ、年頭のご挨拶といたします。

長崎県労働者福祉協議会
会長　髙藤　義弘

労福協・労働団体・福祉事業団体が連携し、2024年を飛躍の年に！

　2023年12月15日（金）、ホテル　ニュー長崎におい
て、県労福協セミナーを開催し、「ひとり親家庭福祉会

��
 労福協セミナーで、「ひとり親家庭福祉会
ながさき」に寄付金を贈呈！

ながさき」の山本　倫子事務局長が、県内の子どもの
貧困の実態を報告しながら、貧困が子どもたちに及ぼ
す影響や貧困に潜む社会問題について問題提起しまし
た。そして、福祉会が地域・行政・企業と連携して
取り組んでいるひとり親家庭への支援について報告し
ました。「ひとり親家庭福祉会ながさき」は、ひとり親
家庭への支援のほか、ＤＶから逃れる母子の生活支
援、ヤングケアラー相談窓口、子ども食堂や学習支援
などの活動を行っています。夜中に相談があった場合、
必要とあればすぐに対応しているとのことでした。貧
困には、虐待やネグレクト、社会的孤立といった問題
が潜み、その人の人生全体に影響を及ぼすとともに次
の世代にも連鎖する深刻な問題です。参加者は衝撃
を受けながら、このような支援者を支援する取り組み
の重要性を認識したところです。また、福祉会が運営
する「つなぐＢＡＮＫ」が行っている定期的な食支援も
県下各地に広がりつつあります。今後も加盟団体の支
援が広がるよう働きかけを続けます。

☆2024年のスタートにあたって
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１．九州ろうきんでは、2024年４月30日まで、カー
ライフローンと〇〇ローンのキャンペーンを実
施中です！！○に入るのは何でしょうか？

２．こくみん共済coopでは、共済金の請求や加入・
契約内容の変更などが可能な公式●●●を公開
しています。●をお答えください。

○答えはハガキかＦＡＸ・メールで住所・氏名・電
話番号・職場名を明記し県労福協へ送付してく
ださい。
○締切日は2024年３月15日（金）（当日消印有効）
○当選者に「お楽しみプレゼント」をお送りします。
正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「資産形成」　2.「こくみんLife」
　前川　美奈（佐世保市）　山田　乃理子（大村市）
　三浦　正明（佐世保市）　都留　　孝（大分県）
　田口　直喜（大分県）　　岡崎　喜夫（大分県）

第137回
労福協

ハッピーバスケットと一緒に家庭へ

　対馬地区労福協
では、組合員相互
の親睦を図るとと
もに、組合員のご
家族に組合の活動
などを知っていた
だくため、そして、
家族相互の交流を
深めていただく機会として連合対馬ブロックとの合同レ
ク「豆酘みかん狩り」を実施しました。102人（うち子ど
も27人）の方が参加されました（2023年12月３日）。

朝長司法書士事務所　朝長　真生子司法書士
〒850-0056　長崎市恵美須町２番12号４階
　 095-829-7788　 Fax  095-829-7755
※お問い合わせの際は「ＣＰネット無料相談の件」

　とお伝えください。初回相談のみ無料です。

みかん狩りで交流　  対馬地区労福協

　１月10日（水）、連合長崎と連合長崎地協の新年交
歓会が長崎市で開催され、約190人が参加しました。
髙藤会長は、年内の解散総選挙を見すえ、これまで
以上にきめ細かな連携が必要と団結を呼びかけまし
た。また、中小企業の厳しい環境に触れ、賃上げ率
５%以上を勝ち取り生活改善を図ることが大切だと述
べました。2024年は運気の上がる「甲辰の年」です。
活気あふれる飛躍の１年になるよう熱望します。

「賃上げ率５%以上を」　連合長崎新年交歓会

　連合対馬
ブロック及
び対馬地区
労 福 協 で
は、アジア・
アフリカ支
援米活動と
して東南ア
ジアの孤児
院や県内の
子ども食堂への支援をはじめ、対馬市内において、貧
困等により支援を必要とするひとり親世帯（子育て世
帯）を支援するため、つなぐＢＡＮＫつしま（事務局　
対馬市社会福祉協議会）と連携した活動を行っていま
す。今年度はアジア・アフリカ支援米200㎏、つなぐ
ＢＡＮＫ対馬を通じたひとり親世帯200㎏（40世帯に５
㎏ずつ）を寄付しました。さらに今年は、事業の趣旨
に賛同いただいた農事組合法人樫椎小原から、ひとり
親世帯に対して、餅米200㎏が寄付され支援の輪が広
がりました。

広がる支援の輪　  対馬地区労福協

　12月９日（土）、
佐世保駅近くの
広場を会場とし
て、佐世保地区
労福協・こくみ
ん共済coop・九
州ろうきん佐世
保支店が共同し
て「福祉まつり」を実施しました。天候にも恵まれ、来
場者は1000人を超え、大盛況でした。売上金等は、
社会福祉団体に寄付する計画です。

福祉まつりは大盛況　佐世保地区労福協

・・・・・・

相続登記の義務化に関する問い合わせのご案内

龍踊りに“もってこ～い”の掛け声が響く！
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2023 年 12 月９日（土）、ハウステンボスで、各店（地域）推進委員会青年・女性層の役員の方々を

中心に 36 名お集まりいただき、標記集会を開催しましたので、その内容について紹介します。 

■第１部：ハウステンボスにおける SDGｓの取り組み紹介 

 ハウステンボスの石井梓氏より「ハウステンボスの街づくり～千年の 

時を刻む街 持続可能な開発への挑戦～」と題した講演がありました。 

ハウステンボスは“ＳＤＧｓ”という言葉ができる以前の創業当時から 

「エコロジーとエコノミーの共存」をコンセプトに、自然環境に配慮し 

た街づくりに取り組んできた歴史があります。 

■第２部 外部講師講演 「お金の使い途から考える ため方・ふやし方」 

大学の講義やビジネススキル研修等を実施している「ＣＯＭＳ」の代表である山口美智子氏から資

産運用に関する講演を受けました。内容は資産運用の基礎的な学習で、非常にわかりやすく説明して

いただきました。また「１～２年以内、10年以内、10年以上の期間それぞれで、どのような支出予定

があるのか、必要金額はいくらなのか、貯蓄月額がいくらになるのか」を各自で考えるワークがあり、

お金の使い途を考え、目的をもって貯蓄をすることの重要性を学びました。あわせて、安全性と収益

性を意識して“ふやす”ことが将来への不安を少なくするために大切であることの説明を受けたうえ

で投資信託の仕組みを学んだことで、資産運用に興味をもった方が多くいたようです。 

■グループワーク・発表 

 テーマを、①「地球環境を守るため、私たち一人ひとりができること」、②「豊かな将来への第一

歩、いま始めよう、資産形成」とし、各店（地域）ごとにグループワークを行い、発表しました。  

 

九州ろうきん「第３回長崎県本部全県青年・女性推進 

委員学習交流会」を開催しました！ 

̶̶ 将来の備えに向けたご相談は“ろうきん”へ ̶̶
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̶̶ 保障の相談は「こくみん共済coop」へ ̶̶


